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夢のつばさ♥︎プロジェクト ニュース　

【口座】三井住友銀行   大塚支店（店番号 227）普通 1284200
【名称】特定非営利活動法人 お茶の水学術事業会 理事長 平野由紀子　※ 夢のつばさ♥プロジェクトの専用口座です。
ご寄付いただく際には、ご芳名、ご住所（連絡先）を下記までお知らせください。
※ 恐れ入りますが、税金控除の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。
連絡先：事務担当　滝澤公子　TEL&FAX：03-5978-5362　E-mail：tsubasa@npo-ochanomizu.org
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　REPORT

識しようと、キャンプ中に中高生との話し合いを行ったり、
要望を聞いたりする機会を多く企画しました。そこで、子ど
もたちは、学生たちが思う以上に、夢のつばさのキャンプで
将来に向けて考える時間を作ったり、社会見学をしたり、講
演を聞いたりして学びたいと思っていることを確認しまし
た。こうした思いを 10 年目、2020 年度からの企画に活か
そうと張り切っていましたが、このコロナ肺炎の影響で、集
団での行動が制限され、今に至っています。
　子どもたちと顔を合わせる機会のないまま、3 月末、4 月、
5 月連休と休校になって、子どもたちがどんな生活を送って
いるのか気がかりです。学生たちは、子どもたちと交流する
良い手立てはないか探っています。誕生日祝いのカードや手
紙や新聞発行のほか、インターネットを通じて顔を合わせ、
声をかけることも考えています。難局を新しい局面へと変化
させ、新しいツールを使った日常的な交流へと変化する機会
にできるよう、じっくりと取り組みたいと思います。
　コロナ肺炎の影響で、他団体でも交流行事やスポーツ活動
等が中断し、先行きの不透明な状況となっているようです。
夢のつばさの活動は大学生たちの参加が大きな原動力となっ
ていますが、新入生との打合せも Web で行われ、意識の継
承も課題かと思います。また、2021 年に延期された東京オ
リンピックですが、開催予測も揺らぎ、その際に夢のつばさ
プロジェクトがどのように活動するかも難しいところです。
2019 年度は、新しく参加した小学生のお子さんが 5 名も
ありました。乳幼児の時に親御さんが亡くなり、10年たって、
ようやく参加の年齢になってきたお子さんがたです。キャン
プの終わりに「また来るね」と名残惜しそうに帰っていった、
こうしたお子さんたちのためにも、またいつも楽しみにして
参加を続けてくれているお子さんのためにも、夢のつばさの
活動がつつがなく続いていくよう、努めたいと思います。今
後もよろしくお願いいたします。

　（夢のつばさ♥プロジェクト）

「夢のつばさ♥プロジェクト」は、東日本大震災で親を失った子どもたちを長期にわたって支援すること
を目的として、お茶の水学術事業会を中心としたＮＰＯ法人４団体によって進められている事業です。

震災 10 年目を迎えた 2020 年度について
　夢のつばさプロジェクトでは、新型コロナ肺炎の

感染拡大が危ぶまれた 2019 年度末 3 月、春の交流会を中
止して、夏のキャンプに向けて準備を開始しました。ところ
が新年度 4 月に入っても感染拡大がやまず、残念ながら本
年夏の行事も中止することを決めました。たとえいったん収
束に向かっても冬にはまたぶり返すという予想もあり、なか
なか計画の立てられない状況になっております。今回は、昨
年度を振り返りつつ現状の報告を申し上げます。
　東日本大震災後 9 年目、2019 年度は、中止を余儀なく
された春の交流会の他は、順調に活動が行われました。
　夏、冬のキャンプは青梅市にて 3 泊 4 日で行われ、子ど
もは 20 ～ 35 名、学生・社会人ボランティア 60 名以上（途
中入れ替わりを含む）が参加しています。宿泊施設は、（株）
ブリヂストン保養所 奥多摩園を利用させていただいていま
す。学生と子どもが全員思い切り遊べたり、音楽会も行うこ
とのできる広い研修室や、ベビーゴルフ場も付設された広い
庭園、学生が子どもたちに付き添って就寝できる和室や、ホ
テル仕様の洋室も多数あり、いつもスタッフの皆さんが気持
ち良く迎えてくださいます。多摩川の岸辺の眺望の良い素晴
らしい食堂もあって、料理長さんが工夫してくださるご飯も
子どもたちに大人気です。実は 2020 年夏のオリンピック
開催が予定されていた頃に、夢のつばさは東京の混雑を離れ
て東北での夏キャンプ開催を目指し、候補地選びを行いまし
たが、かなり難航しました。奥多摩園という落ち着いて活動
できる拠点を得られたことが、ここまで夢のつばさの活動を
続けてこられた一因でもあると考えています。
　春と秋の日帰りの交流会はこれまで仙台市内の公民館、体
育館などを予約して行ってきています。2019 年秋の交流会
は、台風 19 号襲来直後ではありましたが、福沢市民センター
に 16 名の子どもが集まって楽しい 1 日を過ごしました。
　学生たちは、参加する子どもが成長してきた状況を踏まえ、
子どもたちが夢のつばさにどんな活動を望むのか、改めて認
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